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事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

ウォーターサーバーを設置し、事業
所内でのペットボトル使用量を削減
し環境負荷軽減に繋げている。
→継続して実施する

販売機の使用率が多い
マイボトルの持参を推奨し、ペット
ボトルの使用量削減する

産廃の分別を徹底し規定に基づいた
方法にて処分業者へ委託を行ってい
る。
災害時には自治体の要請に応じ復興
事業に寄与する。→継続して実施す
る

産廃の分別を徹底し規定に基づいた
方法で処分業者へ委託した

産廃の分別を徹底し規定に基づいた
方法で処分業者へ委託　災害時には
自治体の要請に応じ復興事業に寄与
する

紙材だけでなく他の素材でもリサイ
クル促進に努める

発泡スチロール・ビニールの分別
リサイクルを意識した細かな分別に
取り組む

今後も従業員が働きやすい環境作り
を行う

有給休暇の取得
有給休暇取得を促進し、労働環境の
保全に努める

環境に配慮したエコドライブを心掛
ける

自分の車の月燃費を計算することで
燃費を把握

実燃費をもとに環境に配慮したエコ
ドライブへの取組み

年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

運輸事業を通して地域の発展に貢献し、誰もが住みやすく安心安全に暮らせるまちづくりに貢献する

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

環境を意識した考え方や、地域時代に沿った取り組みを理念とし、企業価値の向上に努める

目標に関連する取組内容

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2023

社内洗車では地下水を使用し、節水
に努める。→継続して実施する

地下水使用及び節水に取り組んだ
社内洗車は地下水を使用、引き続き
節水に努める

アルコールチェックや健康診断の実
施、血圧計の設置など従業員の健康
的な生活を確保するための取り組み
を、継続して実施する

毎日のアルコールチェック・健康診
断の実施

継続して実施する
健診結果を基に生活習慣の見直し

社内で定期的な研修を実施する コロナの影響で見合わせた 少人数でのグループ研修実施

業　　　　　種

従業員（構成員）数
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